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１．はじめに 

人々が集う都市において，公園緑地を主とするオープンスペー

スは不可欠である。特に，都市の景観形成，都市環境の維持･改善，

都市の防災対策，生活環境の形成には欠くことができない。しか

し時代ごとに求められるオープンスペース像は移り変わっている

といえる。かつて人口が急激に増加している時代には，量的なオ

ープンスペースの確保が急務であった。しかし少子高齢化が進み

人口が減少している現在，従来のようなオープンスペースの設置

は時代に即したものとは言えない。日本のオープンスペースは，

その規模により異なるが利用が快適になるように，都市公園法に

おいて様々な公園施設が規定されている１）。施設の設置により，

人々の行動は直接的にまたは間接的に誘導されている。行政によ

り画一的に設置される公園に対し，住民の要望とずれており利用

がされていないという指摘もされている２）。真に人々に求められ

る姿を再度問い直し，現在の都市に必要とされるオープンスペー

スを構築していく必要がある。 

世界第4位の人口３）を有しているインドネシアでは，その豊富

な人口を源とした経済成長が目覚ましい。首都を中心に，都市の

拡張が進むなか，オープンスペースの整備が課題として挙げられ

ている４）。本研究では，インドネシアの伝統的なオープンスペー

スである alun-alun を対象としている。Yogyakarta５）や

Surakarta６）のalun-alunは，広大な敷地の中に芝生と数本の木

のみが存在する空間であり，ベンチやトイレなどの備え付けられ

た設備は何もない空間であるにも関わらず，24時間老若男女に利

用されている。 

既往研究として，田原４）がインドネシアのジャワ島の都市を，

カンプン地区・伝統的市街地・植民都市系市街地・計画系市街地

の 4地区に類型化し，alun-alunを伝統的市街地のオープンスペ

ースとして位置づけている。Ikaputra(1994)７）らは，ジャワ島に

おけるalun-alunと宮殿，モスク，市場を都市の重要な４要素と

し，ジャワ島の 8 つの歴史的都市で alun-alun の調査を行った。

これより２本の Ficus Benjaming のような王家に関連した神聖

なシンボルが，空間構成上や人々の利用上に大きな影響を与える

ことを明らかにした。これらシンボルがないと，alun-alun は商

業的な大衆利用に占められる危険があると述べている。

Handinoto(1992) ８）は，インドネシアの伝統的な建築や都市計画

において変化の危機であると述べている。この研究の中で，

alun-alun をジャワ島のアイデンティティと捉え，文献調査によ

り植民地時代以前，植民地時代，植民地時代後のalun-alunの大

枠を明らかにした。Hadi Susilo Arifin(2013) ９）は，alun-alunの

空間構成変化に対して否定的な意見を述べるとともに，

alun-alun のもつ独自性について述べている。熱帯に位置するイ

ンドネシアでは，花の植栽を行うことは不適でありコストも高い。

芝生面と緑陰のある伝統的なalun-alunはインドネシアに適して

いると述べている。一方，Erna Winansih(2010) 10）は，噴水やブ

ロック舗装を配したMalang市のalun-alunについて，美的要素

やデザインなどを考慮した設計をもとに作られたalun-alunとし

て高く評価している。alun-alun における人々の活動についても

着目し，視覚的な美観が人々のalun-alunへの帰属意識に結びつ

いているとしている。Merlyna Limらは(2008)11）はBandung市

の alun-alun の空間構成の変化による影響について述べている。

歴史的なalun-alunでは貧富の差を問わず人々に利用されていた

が，空間構成変化後のalun-alunでは社会的地位の低い貧民層が

追い出されていると述べている。このようにインドネシアにおい

てもalun-alunの空間構成の変化については賛否が分かれている。

本論文では，ボゴール農科大学学生のalun-alunへの認識を明ら

かにするとともに，学生の経験をもとにalun-alunの空間構成別

の利用実態を明らかし，空間構成の変化が学生に影響を与えてい

るのかについて明らかにした。また本論文では，伝統的な

alun-alun の空間構成のシンプルさについて着目している。

alun-alun を利用によって空間を自由に使い分けているオープン

スペースとして認識した点に独自性がある。 

インドネシアの広場 alun-alunの空間構成変化に伴う学生の認識と利用実態 
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２．研究方法 

（１）研究方法 

インドネシアのジャワ島西部に位置する(図－１)ボゴール農科

大学の学生に，選択回答及び記述回答・対話を中心とした調査を

二度に分けて実施した。ボゴール農科大学は，農林水産の学部を

中心とした総合大学で9学部からなる 12）。ボゴール農科大学を選

択した理由は，農科大学であり自然や環境の保全に関心があると

仮定したためである。また調査対象を大学生とした理由は，他の

世代に比べ英語でのコミュニケーションが可能であるためである。

第一次調査では選択回答を中心としたアンケートを直接配布し，

第二次調査では選択回答を中心としたアンケートに加え，聞き取

り調査を行い詳細な情報を得た。ボゴール農科大学の学部棟は全

て連結しており，学生が他学部の建物を通過して，キャンパス入

り口や図書館・食堂へ移動している。このため特定の学部棟で調

査しても多様な学部生から回答を得ることが可能となった。そこ

で第一次調査はキャンパス入り口に近い Faculty of Agriculture

棟を拠点として調査し，第二次調査は Faculty of Agricultural 

Technology棟を拠点とした 13）。現地調査は，表－１の通り2013

年 3月 27日～5月 27日，2013年 12月 7日～2014年 3月 16

日に行った。 

（２）alun-alun概要 

alun-alun は，インドネシアのジャワ島に存在する伝統的な広

場である。もともとはYogyakartaやSurakartaにおいて王宮14）

の伝統的な行事を行う場として設けられており，儀式や行事に用

いられる空間として使用された。王による人民の支配と神と人間

との神秘的な合体を象徴するもので，西欧の都市に見られるよう

な市民のための広場ではない４）。8 世紀に建設されたボロブドゥ

ール遺跡の壁画にもalun-alunでの市場の様子が描かれている15）。

オランダによる統治時代において，alun-alun は増設され，ジャ

ワ島の一つの都市に一つ以上の alun-alun が設置された。また，

インドネシアの大都市では，alun-alun とその周辺の都市空間構

造に共通性が見られる。図－２のようにalun-alunを中心として，

東側はチャイナタウンなどの商業施設，西側はイスラム教の宗教

施設であるモスク，南側は宮殿や市役所などの政府施設，北側は

都市により異なるが刑務所や教育機関などが配置されている９）。 

（３）第一次調査質問項目 

第一次調査における質問調査は，回答者の属性，alun-alun の

特別性，alun-alunの空間構成の変化，alun-alunにおける活動，

について調査した。回答者の属性として，①性別，②年齢，③学

部，④出身地，を調査した。alun-alun の特別性として，⑤

alun-alun の認知の有無，⑥alun-alun を訪れた経験の有無，⑦

alun-alun は他のオープンスペースに比べて特別な場所であるか

どうか，を調査した。alun-alun の空間構成の変化として，⑧最

も好きな alun-alun タイプ，⑨最も目にする alun-alun タイプ，

⑩alun-alun の変化の是非，を調査した。alun-alun における活

動として，⑪alun-alun での活動を５つの大項目に分けて調査し

た。 

（４）第二次調査質問項目 

第二次調査における質問調査は，第一次調査の項目と同じもの

を使用した。また，記述・対話による聞き取り調査を行い，⑫

alun-alun が他のオープンスペースに比べて特別な場所である理

由，⑬alun-alunの変化の是非の理由，について調査した。 

（５）分析方法 

 質問調査においてalun-alunにおける活動を「儀式」「運動」「静

かな活動」「飲食・買い物」「乗り物」という５つの大項目に分

けて調査した。「儀式」項目の活動は，①儀式における利用，で

ある。「運動」項目の活動は，②サッカー，③バトミントン，④

散歩，⑤体操，⑥Ficus Benjamingの木の間を通るゲーム，⑦凧 

 

 

揚げ，である。「静かな活動」項目の活動は，⑧チェス，⑨音楽

を聴く，⑩演奏をする，⑪本を読む，⑫座っている，⑬お喋り，

⑭絵を描く，である。「飲食・買い物」項目の活動は，⑮買い物

をする，⑯飲食を行う，である。「乗り物」項目の活動は，⑰自

転車に乗る，⑱ベチャに乗る，⑲馬車に乗る，である。質問調査

では，alun-alunを認知しておりかつ訪れた経験がある342名に，

各alun-alunで行う活動について複数回答で問うた。 

 分析に使用した統計手法はカイ二乗検定である。まず，

alun-alunの４タイプと活動の５つの大項目において検定を行っ

た。また，各タイプと活動 (19 項目)との間で検定を行った。有

意水準が１%未満の場合に有意差ありとした。カイ二乗検定の適

用基準として，期待値が５未満のセルが，全体の20%未満であり，

最小期待度数が１以上とした。カイ二乗検定では全体としての比

率の違いは検出されるが，個別の選択肢のどこに差があるかを示

さない。そのため，残差分析も行った。残差分析では，標準得点

の分布で両側５%のz 値(1.96)と，両側１%のz 値(2.58)を用いた。

分析には，SPSS21.0 for Windows を用いた。 

 

３．結果と考察 

（１）回答者の属性 

 第一次調査，第二次調査を合計した回答者の属性は表－２の通

りである。対象とした学部はボゴール農科大学の９学部である12）。

主に学部生を対象としたので，19 歳～21 歳が多く見られる。ボ

ゴール農科大学がジャワ島に位置しているので，回答者はジャワ

島出身者が多く見られた。ジャワ島以外の出身者もalun-alunを

認知しており，alun-alun を訪れた経験があるので，調査対象と

した。 

表－１ 調査の概要 

調査時期 調査日 調査方法 調査人数

第一次調査 2013年5月 選択回答を中心としたアンケート 357名

選択回答を中心としたアンケート

回答理由のインタビュー調査
116名第二次調査 2014年3月

図－２ alun-alun周辺図 

図－１ 対象地の位置とジャワ島の都市名 
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（２）alun-alunが特別な場である理由 

 本研究では，alun-alun がインドネシアにおける重要なオープ

ンスペースであるとしている８）９）11）。本節では，alun-alun の認

知，alun-alun を訪れた経験の有無，alun-alun の特別性につい

ての調査結果を表－３に示した。全体の97.7%である462名の学

生が，alun-alun を認知していると回答した。全体の 94.1%であ

る445名の学生が，訪れた経験があると回答した。また，全体の

76.0%である338名の学生が，他のオープンスペースに比べて特

別であると回答した。次に聞き取り調査により，他のオープンス 

ペースに比べて特別である，特別ではないと回答した理由につい

て明らかにした。他のオープンスペースに比べて特別であると回

答した 97 名の意見を，表－４のように４つの項目にまとめた。

特別であるとした理由項目の中では，様々な利用法(88)が最も多

く，人が集まる場(49)としての利用やイベントや儀式を行う場と

しての社会的な活動(19)としての利用が挙げられた。活動内容が

限定されず，広い敷地を必要とする活動から狭い敷地で可能な活

動まで幅広く行われていた。次に空間的な特徴(56)が特別である

として，街の中心に立地している点(15)やalun-alunの広さ(12)

が挙げられた。 

 次に，他のオープンスペースに比べて特別ではないと回答した

13名の意見を，表－４のように２つの項目にまとめた。特別では

ないと回答した理由項目の中では，他のオープンスペースと人々

は同じような活動を行っているという活動面的同質(9)と，機能的

にみると差がないという機能面的同質(8)が挙げられた。 

（３）alun-alunの変化 

近年，alun-alunでは政府の実施のもと日本で言う都市公園に該

当するCity Gardenとして造り直そうという動きが見られる８）。

alun-alunを空間構成より図－３のようにタイプ１：芝生型，タイ

プ２：プランター設置型，タイプ３：テーマパーク型，タイプ４：

西洋式公園型の4つに分類した。「タイプ１：芝生型」は，

YogyakartaやSurakartaで見られる伝統的な空間構成であり，広

場の中心の2本のFicus Benjamingを除き，空間を遮るものがない。

これに対して空間構成変化後のものはタイプ２，タイプ３，タイ

プ４である。「タイプ２：プランター設置型」は，中心の広がり

を遮るように樹木が一定間隔に植栽されている。「タイプ３：テ

ーマパーク型」は，観覧車などを含むアトラクションが設置され

ている。「タイプ４：西洋式公園型」は，中心に銅像が設置され，

幾何学的なデザインがなされている。 

質問調査において，alun-alunを認知しておりかつ訪れた経験が

ある342名に，最も目にするalun-alunタイプを問うと，全体の69%

である235名が，図－４のように「タイプ１：芝生型」と回答した。 

 

次に最も好むalun-alunタイプを問うと，全体の49%である168名

が図－５のように「タイプ１：芝生型」と回答した。 

次に，質問調査においてalun-alunの変化の是非を調査した。回

答者はalun-alunを認知しておりかつ訪れた経験がある445名であ

る。全体の65.2%である290名の学生が変化は良いという肯定的な

意見を挙げた。一方，全体の33.9%である151名が変化は悪いとい

う否定的な意見を挙げた。聞き取り調査により，alun-alunの変化

の是非の理由を問うた。alun-alunを認知しておりかつ訪れた経験

がある103名のうち，変化は良いと回答した77名の意見を表－５

のように４つの項目にまとめた。変化を良いとした理由項目の中

では，利用者意識の変化(47)が最も多く，多くの人が訪れるよう

になるなどの利用の増加(16)やalun-alunが面白くなるなどの魅

力の向上(15)が挙げられた。次に施設の充実(38)が多く，新たな

施設を設置するなどの中～大規模の施設の設置(14)や，アトラク

ションの設置などの遊具施設の設置(8)が挙げられた。次に，変化

は悪いと否定的な回答をした12名の意見を表－５のように３つの

項目にまとめた。変化を悪いとした理由項目の中では，環境の変

化(12)が最も多く，木々が失われる(3)などの自然環境の悪化(5)

や，散乱したごみ箱(2)や落書き(1)を危惧する施設への悪影響(4)

が挙げられた。次に，歴史的価値の喪失(9)が多く，ジャワ独自の

様式が失われることを危惧するオリジナル性の喪失(5)や伝統の

喪失(4)が挙げられた。 

 

        

 

I-18 
  I-8 

人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント

認知あり 349名 97.8% 113名 97.4% 462名 97.7%

訪れた経験あり 342名 95.8% 103名 88.8% 445名 94.1%

特別な場所である 248名 69.5% 97名 83.6% 345名 72.9%

第一次調査 (N=357) 第二次調査 (N=116) 合計   (N=473)

表－３ alun-alunの特別性 

 

表－４ alun-alunが特別である・特別でない理由 

 

課題項目（回答数） 課題項目の詳細（回答数） 解答例（回答数）

人が集まる場(49)
a:人が集まる場(27)，b:家族や友人と過ごす場(15)，c:人に出会う場(3)，d:賑やかな場(3)，
e:人で混み合っている場(2)， f:コミュニティの場(1)，

社会的な活動(19)
g:イベント(6)，h:儀式(5)，i:観光の場(3)，j:社会的な活動の場(2)，k:文化的な活動の場(1)，
l:集団礼拝を行う場(1)，m:住民に必要な街の情報を与える場(1)

狭い敷地で可能な利用法(14)
n:リラックスする場(3)，o:リフレッシュする場(3)，p:休憩場所(2)，q:子供の遊び場(2)， r:芸術の創造の場(1)，
s:クラブ活動(1)，t:単純な活動の場(1)，u:考えを議論し共有する場(1)， v:エンターテイナーの音楽を聴く場(1)

広い敷地を必要とする利用法(6) w:スポーツをする場(3)，x:レクリエーションの場(2)，y:ピクニックをする場(1)

街との関係性(25)
z:街の中心に立地している(15)，aa:街(地区)の象徴(4)，ab:モスク,宮殿,行政施設,市場などの周辺の建物との
関係(3)，ac:街(地区)に一つ(2)，ad:周辺環境との緩衝地帯(1)

空間構成(23) ae:広さ(12)，af:緑地が広がること(7)，ag:移動販売がある(3)，ah:空間的に何もないこと(1)
植生(8) ai:木がない(4),aj:芝生が広がる(2)，ak:Ficus Benjamingのような特別の植栽(1)，al:花がない(1)

独自性(11)
am:独自の空間構成(様式)を持っている(5)，an:独自の利用がされている(3)，
ao:独自の方針(ポリシー)を持っている(2)，ap:ユニークな存在(1)

歴史性(8)
aq:伝統的なオープンスペース(3)，ar:歴史(2)，as:遺産(1)，at:伝統的なLandscape(1)，au:文化の象徴(1)，
av:公共の財産(1)

特別性(4) aw:人々にとって特別な場所(3)，ax:local societyの集まる特別な場所(1)

活動内容が限定されないこと(14) ay:幅広くさまざまなことに利用できる場(13)，az:活動が限定されてないこと(1)

利用者が限定されないこと(2) ba:様々な年代の人が一緒に過ごす場(1)，bb:街の人がだれでも行くことのできる場(1)

活動面的同質(9) bc:人々の利用法をみると他のオープンスペースと同じ(8)，bd:かつてのalun-alunとは違う(1)

機能面的同質(8)
be:他のオープンスペースと同じ機能(6)，bf:ガーデンの一つにすぎない(1)，
bg:ジャカルタのalun-alunに大きな都市のものはalun-alun独自の機能を持っていない(1)

特別である
とした理由

特別でない
とした理由

様々な利用法(88)

空間的な特徴(56)

特別性(23)

利用の自由(16)

同質性(17)

表－２ 回答者の属性 

 
人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント

男性 135人 37.8% 40人 34.5% A 130人 36.4% 10人 8.6%

女性 218人 61.1% 75人 64.7% B 41人 11.5% 2人 1.7%

不明 4人 1.1% 1人 0.9% C 38人 10.6% 14人 12.1%

18 4人 1.1% 4人 3.4% D 29人 8.1% 9人 7.8%

19 49人 13.7% 39人 33.6% E 43人 12.0% 14人 12.1%

20 108人 30.3% 27人 23.3% F 19人 5.3% 25人 21.6%

21 98人 27.5% 24人 20.7% G 14人 3.9% 24人 20.7%

22 46人 12.9% 7人 6.0% H 29人 8.1% 12人 10.3%

23 15人 4.2% 6人 5.2% I 9人 2.5% 6人 5.2%

24 9人 2.5% 2人 1.7% 不明 5人 1.4% 0人 0.0%

25 13人 3.6% 3人 2.6% ジャワ 260人 72.8% 88人 75.9%

26 5人 1.4% 1人 0.9% ジャワ以外 90人 25.2% 28人 24.1%

27 2人 0.6% 1人 0.9% 不明 7人 2.0% 0人 0.0%

28 1人 0.3% 1人 0.9% 357人 100.0% 116人 100.0%

29～ 6人 1.7% 0人 0.0%

不明 1人 0.3% 1人 0.9%

年

齢

学

部

出

身

地

合計

※パーセントは四捨五入しているため合計と、内訳の総計は必ずし
も一致しない。

一次調査 二次調査一次調査 二次調査

性

別
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図－４ 最も目にするalun-alunタイプ           図－５ 最も好むalun-alunタイプ 

235 44 32 24 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 不明

168 13 74 84 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 不明

タイプ１：芝生型 タイプ２：プランター設置型 
 

 
 

 

 
 

場所：Yogyakarta （ジャワ島中部） 

凡例：A＝シンボルである２本のFicus Benjaming，B＝道路 
場所：Bandung （ジャワ島西部） 

凡例：A＝池，B＝樹木とその囲いのベンチ，C＝歩道 

その他：①の写真は，西側に隣接するモスクより撮影 

タイプ３：テーマパーク型 タイプ４：西洋式公園型 
 

 
 

 

 
 

場所：Wista Batu （ジャワ島東部） 

凡例：A＝噴水，B＝観覧車，C ＝果物の形の巨大モニュメント 
場所：Kediri（ジャワ島東部） 

凡例：A＝彫刻，B＝歩道 

図－３ 空間構成別alun-alunタイプ 

表－５ alun-alun変化の是非 

 

課題項目（回答数） 課題項目の詳細（回答数） 解答例（回答数）

利用の増加(16) a:多くの人が訪れるようになる(7)，b:人が惹きつけられる(6)，c:利用が促進される(2)，d:人を呼ぶことができる(1)

魅力の向上(15) e:面白くなる(7)，f:良くなる(5)，g:魅力的になる(2)，h:興味を感じさせる(1)
利便性の向上(8) i:快適になる(5)，j:便利になる(3)
活動の多様性(5) k:活動の幅が広がる(3)，l:単純でなくなる(1)，m:退屈しない(1)
その他(3) n:利用者が望むのなら変化は良い(2)，o:alun-alunの保存に熱心になる(1)

中～大規模な施設の設置(14)
p:施設が設置される(8)，q:常設の店舗が設置される(3)，r:モスクが設置される(1)，s:駐車場が設置される(1)，
t:トイレが設置される(1)

遊具施設の設置(8) u:アトラクションの設置(4)，v:遊ぶスペースができる(4)
機能性(7) w:様々な機能を持つ(7)
小規模の施設の設置(6) x:電灯が設置される(3)，y:ベンチ・テーブル・椅子が設置される(3)
経済的メリット(3) z経済的に良い(2)，aa従来の何もないものより場所の価値が高くなる(1)
美しさ(10) ab:美しくなる(6)，ac:精巧になる(2)，ad:色彩豊かになる(1)，ae:多くの木を植栽できる(1)
デザイン的独自性(8) af:バリエーションの多様性(5)，ag:ユニークになる(2)，ah:伝統とモダンの組み合わせは面白い(1)
清潔さ(3) ai:きちんとしている(2)，aj:清潔になる(1)
時代の変化(12) ak:モダンになる(6)，al:改革(3)，am:グローバリゼーション(3)
技術の導入(4) an:新しい技術の導入(1)，ao:電気による装飾(1)，ap:防犯技術の導入(1)，aq:排水性の向上(1)

自然環境の悪化(5) ar:木々が失われる(3)，as:新鮮な空気を作り出すことができなくなる(2)

施設への悪影響(4) at:散乱したごみ箱が多くなる(2)，au:落書きが多くなる(1)，av:カフェなどの常設店は通行の妨げとなる(1)
雨水吸収力の低下(3) aw:芝生は水が吸収されるが石舗装では水を吸収することができなくなる(3)
オリジナル性の喪失(5) ax:ジャワ独自のオリジナル様式のものを守る必要がある(3)，ay:alun-alunの持つ特別な個性の保存(2)

伝統の喪失(4)
az:歴史的象徴であるため(1)，ba:伝統的なものが最も美しい(1)，bb:伝統的なものの保存(1)，
bc:子供たちに伝える文化を保存(1)

文化的・社会的位置付けの喪失(4)
bd:文化的な活動を行う場所が失われる(2)，be:社会的な場所としての機能が失われる(1)，
bf:alun-alunの存在が単純なものとなる(1)

利用者の限定化(1) bg:alun-alunが特定の一部の人のための場となる(1)

変化を良い
とした理由

変化を悪い
とした理由

利用者意識の変化(47)

施設の充実(38)

空間の質の向上(21)

時代(16)

環境の変化(12)

歴史的価値の喪失(9)

社会的機能の変化(5)
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（４）alun-alunのタイプ別活動 

 alun-alunを認知しておりかつ訪れた経験がある342名に対し

て各タイプと活動についてカイ二乗検定を行った結果について，

図－６に示した。その結果，「儀式」，「運動」，「静かな活動」，

「乗り物」，「飲食・買い物」の５つの大項目すべてにおいて有

意差が見られた。タイプ１：芝生型では，「儀式」が42.9%，「運

動」が90.2%，「静かな活動」が83.8%，「乗り物」が28.3%，

「飲食・買い物」が55.7%であり，有意に多かった。これより，

タイプ１では，多様な利用が可能である空間と認識されているこ

とが明らかになった。タイプ２：プランター設置型では，「儀式」

が2.8%，「運動」が42.6%，「静かな活動」が50.4%，「乗り物」

が10.1%で，「飲食・買い物」が40.1%であり，有意に少なかっ 

た。これより，今回調べた項目においては，他のタイプに比べて

活動が活発ではないと認識されていることが明らかになった。図

－３のようにタイプ２のalun-alunは樹木の周囲にベンチが設置

されているため，静かな活動が多いと推測される。タイプ３：テ

ーマパーク型では，「運動」が75.9%，「飲食・買い物」が58.8%

であり有意に多く，「儀式」が回答者の0%であった。また，タイ

プ間での有意差が見られなかったものの「静かな活動」が70.0%

と活動が多い。タイプ４：西洋式公園型では，「儀式」が1.7%で

あり有意に少なく，「静かな活動」が 81.0%であり有意に多かっ

た。また，タイプ間での有意差が見られなかったものの「運動」

が68.9%，「飲食・買い物」49.9%と活動が活発であった。これよ

り，タイプ３，タイプ４は儀式のような伝統的なalun-alunとし

ての利用はされていないものの，「運動」「静かな活動」「飲食・買

い物」が行われていると認識されていることが明らかになった。

タイプ２，タイプ３，タイプ４では図－３の写真の通り，中心の

空間的広がりを遮るものが設置されている。そのため，儀式のよ

うな広い敷地を必要とする活動がタイプ１に比べて活発ではない

と考えられる。 

次に，５つの大項目における 19 項目の活動においてカイ二乗

検定を行った結果 15 項目で有意差が見られた。差が見られたの

は①儀式における利用，②サッカー，③バトミントン，④散歩，

⑤体操，⑥Ficus Benjaming の木の間を通るゲーム，⑦凧揚げ，

⑧チェス，⑨音楽を聴く，⑪本を読む，⑫座っている，⑮買い物

をする，⑰自転車に乗る，⑱ベチャに乗る，⑲馬車に乗る，であ

る。特に運動の内容に差が見られたので図－６に示した。タイプ

１では「運動」の６項目すべてで有意に多く，回答者はタイプ１

において調査項目の運動が活発であると認識していた。これより，

タイプ１において，サッカーのような広い敷地を必要とする運動

から体操のような狭い敷地で行う運動まで，さまざまな運動を行

う空間であると認識されていることが明らかになった。「散歩」

はどのタイプのalun-alunでも最も行われている活動であり，タ

イプ１では79.3%であり有意に多く，タイプ２では65.5%，タイ

プ４では65.5%であり有意に少なく，またタイプ３では他のタイ

プに比べて有意差は見られなかったものの74.5%の回答者が活動

を行うと認識していた。 

 

 

図－６ alun-alunのタイプ別活動 
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４．総合考察 

ボゴール農科大学生においては，alun-alun は広く認知されて

おり，かつ訪れた経験も多かった。伝統的なalun-alunの空間構

成はタイプ１の芝生型であり，中心に２本のFicus Benjamingが

ある芝生広場である。この伝統的なタイプは，回答者の69％が最

も目にすると回答し，回答者の76％が他のオープンスペースと比

べて特別なものであると考えていた。alun-alun が特別な理由と

しては，alun-alun の歴史的な背景への回答者の理解がある。現

在でも，alun-alun では王宮に由来するジャワ島独自の伝統的行

事やお祭りの場として使われている。しかし，このように

alun-alun を特別であると考えている者が多い一方，alun-alun

の空間構成の変化を良くないとした回答者は 34％のみであった。

特別なものとは認めているものの，alun-alun の変化に対して危

機意識を有している者は少なかった。またalun-alunを特別な場

所ではないと考えている回答者は 24％であり，その理由として，

伝統的な行事や祭りが行われるのは一部分のみで，その他は公園

や広場と同じと回答した。より快適により楽しい場所にするため

に，alun-alun の変化に対して肯定的である者が多く，回答者の

65％は変化が良いと回答した。空間構成の変化がジャワ島の伝統

や文化に与える影響は大きいと考えられる。実際に，alun-alun

の空間構成別の活動について尋ねると，タイプ１の芝生型は，多

様な利用が可能である空間と認識されているものの，その他のタ

イプのalun-alunでは儀式のような伝統的な利用はされていない

と認識されていた。 

インドネシアにおいても City Garden の建設が行われている

が，alun-alun は City Garden とは全く別のものであり９），

alun-alun の利用を促進させるために，空間構成を変化させると

いった在り方は，改めて問い直す必要があると言える。 

 

５．おわりに 

 本論文において，alun-alun の空間構成の変化に着目し，ボゴ

ール農科大学学生の経験に基づいた認識及び利用実態を明らかに

した。また，既存のalun-alunを空間構成から４つのタイプに分

類してその特徴を明らかにし，伝統的な空間構成である

alun-alunと空間構成変化後の alun-alunにおいて，活動内容に

変化が生じていることが明らかになった。近年alun-alunの空間

構成の変化について議論がされているが，回答者は現在も変わら

ず伝統的な芝生型のalun-alunを特別な場所であると認識してい

るとともにその空間構成を好んでいた。また，回答者は伝統的な

芝生型のalun-alunにおいて他の空間構成に比べ多様な活動を行

っていた。しかしalun-alunを特別であると考えている者が多い

ものの，空間構成の変化に対して肯定的である者が多かった。こ

のように人々の変化への危機意識が薄れている中で，ジャワ島の

伝統や文化に与える影響は大きいと考えられる。今後，その価値

を保存する配慮が必要であるといえる。人々が“何もな

い”alun-alun の空間を訪れる理由を理解することが，今後のイ

ンドネシアのオープンスペースを考察する際に，必要であると考

えている。 

今後の課題として，①幅広い年代の利用者に調査を行うこと，

②タイプ１の芝生型であるYogyakartやSurakartaのalun-alunに

おいて，現地での調査により空間を分析し，詳細な利用について

調査を行いたい。 
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